
地域おこし協力隊活動報告書

活動団体 一般社団法人リバーバンク

役職 副代表

氏名 鈴木秀典

着任日 令和5年10月1日

活動月 令和6年7月（着任0年10ヶ月）

主な活動 1.リバーバンク理事変更懇親会、田んぼの管理
2.オートキャンプサイトの工事、キャンプ場視察
3.協力隊セミナー、メタバース体験の参加
4.出張関係
5.その他活動

1.リバーバンク理事変更懇親会、田んぼの管理
リバーバンクの理事変更発表並びに懇親会により、今までお世話になった皆さんと、これからも継続的
に南九州市を盛り上げていくには、どんな連携が可能かを話し合う機会となりました。また、田んぼも稲
がすくすくと育ち、期間中農薬不使用の田んぼが着々と進んでおります。

2.オートキャンプサイトの工事、キャンプ場視察
オートキャンプサイトの工事を行いました。
排水不良の問題がある森の学校なので、水の道を作りながら、環境に配慮したオートキャンプサイトを
整備しております。また、近隣のキャンプ場と連携を図りながら、南九州市に訪れてもらうきっかけとな
るような場所をそれぞれで作り上げていけるようにしていきます。

3.協力隊セミナー、メタバース体験の参加
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鹿児島市内で行われた協力隊のセミナーへ参加しております。
任期後の起業に向けたお金の話や制度の話を聞け、勉強になりました。
また、PACBOで開かれたメタバースの体験にも参加し、今後の連携や子供の教育について議論するこ
とができました。

4.出張関係
屋久島と鹿屋に出張しております。屋久島ではぷかり堂や武田産業の島内でも人気のあるお土産店、
コンセプトを打ち出している宿泊施設の視察、ツアーの組み立てをされている方との打合せを行いまし
た。島全体で情報を共有できていることの強さを感じ、南九州市も全体を案内アテンドできるような人材
を育てていく必要を感じました。
また、鹿屋はゆくさ大隅の視察を行い、廃校活用施設が鹿児島県内でしっかりと連携をとっていけるよ
うに今後話し合いを続けていく予定です。
・屋久島出張

・ゆくさ大隅視察
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5.その他活動
知覧の6月灯や川辺の祇園祭といった地域の祭りにも積極的に参加をしています。
また、余剰卵の存在を聞き、みなさんに協力いただきながらフードロス削減に繋がる活動を行っており
ます。
契約農家の関係で、規格外の卵を出荷することができず、毎日1000個以上の卵を廃棄しているとのこ
とでした。少しでも必要な方のもとに届けられるような情報のアンテナをこれからも貼り続けていきたい
と思います。

・大心寺6月灯　　　　・川辺祇園祭　　　　　　　　　　　　・余剰卵の活用


